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平成 26 年度研究報告書

研究部門：感染症疫学対策研究官

〇研究の目的

感染症危機管理体制基盤（感染症対策のネットワーク化、人材育成事業、感染制御・

サーベイランス活動）の構築

〇研究報告の概要

１　研究課題：「感染症疫学に基づく運用的研究」
（統一研究テーマ：平時（国際貢献時を含む）のための研究）

研究担当者

加來浩器

概　要

（１）IDEA 情報を活用した感染症ネットワーク構築に関する研究

本研究は、感染症疫学に基づく運用的研究（感染症クライシス対処）の一

環　として、国内外の感染症流行状況等に関する情報を収集・解析し、防衛

省・自衛隊等の活動を支援するものである。公開された感染症関連情報を、

地図情報とともにデータベース化させた感染症疫学解析情報のことを IDEA

情報（Infectious Disease Epidemiology Analysis）と呼称している。

　ア）IDEA 情報をもとにした部外関係機関との連携強化

平成 26 年度は、エボラ出血熱、中東呼吸器症候群（MERS）、鳥インフル

エンザ H7N9、デング熱（国内発生）等の新興・再興感染症が社会問題となっ

たことから、これらに関する IDEA 情報を以下の部外関係機関と共有した。

大学（東北大学、北海道大学、弘前大学、岩手医科大学、福島県立医科大学、

北里大学、埼玉医科大学、埼玉県立大学、筑波大学、聖マリアンナ医科大学、

奈良県立大学、拓殖大学、高知大学、徳島大学、山口県立大学、琉球大学）、

国立試験研究機関（国立感染症研究所　感染症疫学センター、ウイルス 1 部、

昆虫医科学部、国立国際医療研究センター国際感染症センター）、検疫所（東

京検疫所）、外務省医務官（外務診療所、バングラデシュ、ロシア、コロン
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ビア、広州及び香港総領事館、ギニア）、自治体（青森県、岩手県、埼玉県、

東京都、兵庫県、徳島県、高知県、沖縄県）
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　イ）IDEA 情報をもとにした部内関係機関との連携強化

防衛省・自衛隊の諸活動に影響を及ぼす情報として、北朝鮮での麻疹アウ

トブレイク事例、PP14 関連衛生地誌情報、国内のデング熱発生状況、第八

師団による鳥インフルエンザ災害派遣、南スーダンでのコレラアウトブレイ

ク事例、エボラウイルス病の動向などを防衛医科大学校総合調整チーム会議

（チーム長：幹事）を通じて、統幕及び内局等へ提供した。
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上記の新興・再興感染症に関する情報に関しては、防衛医学研究センター

成果発表会（学内：「新興感染症の現状 2014　～疫学データから見えてくる

もの～」（26. 9. 25）、市ヶ谷：「エボラ出血熱の現状と防衛省・自衛隊への影響」

（27. 2. 25））、内局（人教局衛生官）主催部内勉強会「Ebola Virus Disease

（EVD）対策について」（26. 8. 25）、自衛隊中央病院勉強会「デング熱とエ

ボラウイルス病（EVD）について」（16. 10. 10）、中央防衛衛生学会教育講
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■ 感染症疫学対策研究官

演「2014 年の新興再興感染症　～疫学データから見えてくるもの～」（27. 2. 

6）において発表した。

防衛医科大学校病院が加算１施設として企画・実施している所沢感染防止

地域連携ミーティング（第 9 回～第 14 回）において、地域の感染症流行状

況に関する情報提供をおこなった。

（２）FEIC による疫学調査研究

感染症に関する問題が発生した際に、現場で疫学調査を実施し、問題解

決のための効果的な感染制御策などに関する提言をまとめる活動を FEIC

（Field Epidemiology and Infection Control）と呼称している。

　ア）A 県での食中毒関連事例の検討

A 県において食品衛生監視員の技術習得及び向上を目的とした食中毒等

調査対応研修会が開催された（平成 26 年 10 月 22 日～ 23 日）。感染症疫学

対策研究官は、A 県保健福祉部からの依頼に基づいて、各保健所がとった

食中毒調査・行政対応等について評価を行った。各保健所から行政対応が困

難だった事例として、ノロウイルス胃腸炎、黄色ブドウ球菌中毒、クドア疑

い、カンピロバクター胃腸炎等が報告された。県がホームページで公開して

いる資料から、発生時期、地域、原因食品類、原因施設の分類、ウイルス型

などのラインリストを作成し、記述疫学を行った。

A 県・B 県・C 県にまたがって発生した 2 つの食中毒事例（ノロウイルス）

について、A 県保健福祉部から疫学解析及び行政対応に関する相談を受けた。

（26.10．22 ～ 24）2 事例とも同じ旅行社が企画したバスツアー中に発生した

ものであり、ノロウイルスの潜伏期に遡った時間帯の喫食が、B 県のあるレ

ストランでの昼食であったことから、当該施設の関連が強く示唆された。た

だし、本事例ではレストランの環境に起因（観光客のみが使用したトイレの

汚染）した可能性を考慮した環境調査が必須であり、他県との協力において

問題があったことが浮き彫りとなった。
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　イ）埼玉県での新型インフルエンザ図上演習

平成 26 年 12 月 1 日に埼玉県新型インフルエンザ等対策図上検討会が開催

され、埼玉県職員 43 名（危機管理防災部 10 名、保健医療部 33 名）が参加した。

シナリオの進展にともない、各部署が優先順位を高くして実施すべき事項と、

その具体的な内容が発表された。感染症疫学対策研究官は、本検討会の企画、

シナリオ作成指導、訓練時の各部署へのアドバイス、講評に関して協力した。

２　研究課題：「感染症疫学に関する基盤的研究」
（統一研究テーマ：平時（国際貢献時を含む）のための研究）

研究担当者

加來浩器、冨岡鉄平（陸上自衛隊対特殊武器衛生隊）

概　要

感染症疫学研究を実施する際に必要となる基礎的な研究として、節足動物の生

息状況に関する研究や教育ツールとしてのマニュアルの改正などを行った。

（１）節足動物のリスク評価

平成 26 年度から共同研究者である対特殊武器衛生隊の医官及び検査技師

が国立感染症研究所の昆虫医科学部において、節足動物（蚊及びダニ）から
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病原体抽出の基礎的研究を行っているところ、平成 26 年 6 月 26 日及び 7 月

14 日に朝霞駐屯地及び訓練場におけるマダニの生息調査を行った。マダニ

は、駐屯地内の木陰のある雑草地で捕獲されたが、ウイルス、リケッチアな

どの病原体は分離されなかった。

国立感染症研究所の昆虫医科学部の協力による調査

（２）自衛隊衛生のための感染症対策マニュアルの作成

2005 年に作成された自衛隊衛生のための感染症マニュアル（初版）の改

訂が行われ、その企画・著作・編集に携わった。本マニュアルは、

総論 1　自衛隊の各部隊での感染症の脅威（平時の感染症）として、

　　 　1　営内生活に感染する感染症

　　 　2　艦艇での生活・勤務に関連する感染症

　　　 3　集団給食に関連する感染症

　　 　4　野外訓練の際に留意すべき感染症

　　 　5　水中及び潜水環境下で留意すべき感染症

　　　 6　性的接触に関連する感染症

総論 2　自衛隊の各部隊での感染症の脅威（各種行動時の感染症）として

　　 　1　戦闘行動（島嶼防衛・ゲリコマ対処を含む）で留意すべき感染症

　　 　2　国際協力活動等に関連する感染症

　　 　3　災害時に問題となる感染症　

　　 　4　バイオテロ対策としての感染症対策

　　 　5　大規模感染症対策

　　 　6　航空機による患者輸送（患者空輸）に関して留意すべき感染症

　　 　7　医療活動に関連した感染症対策

を取り上げた。また
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　　各論 1　感染経路別に見た感染症

　　各論 2　感染症発生時の対応（発生時の報告、疫学調査など）

　　各論 3　予防接種等、

付録の構成となっている。（27 年 5 月発行予定）
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